


























































　 　朝、筑摩書房ノ石井 立ト云フ人ガ訪ネテ来ル。故 中島敦ノ全集第一巻ガ出タノデ持ッテ来テクレタノデアルガ、二三日
前 編輯委員会議ガアッタ時　た










































ヒュー ヒュー ト喉ヲナラセ、“ヤッテキヤガッタ”ト云ヒナガラ白イ錠剤ヲ 二ツニ折ッテハ飲ムノダ。アハレデアル。暫ク見エナ
イト思ッテ 独身官舎ノ一室ニ彼ヲ訪ネテ行ッテミルト、ブクブクト着フクレタ「トン」ハ 前ニ寝ブトンヲツミアゲテ、青イ顔ヲ























イ芋ヲ］カヂリ、今度ハ口ノ中ニ入ッタイモニ スースー ト息ヲ吸ヒコミナガラ、実ニアタフタト セカラシク芋ヲ食フノデアル。
ダガ見テ居ルト イカニモウマサウデ、自分モソノ前ニ座リ込ンデ手ヲ出サズニハ居ラレナイ。コレハＴガハヂメタノダガ、ソシ
テ殆ドＴノ分担ノヤウニナッテヰタノダガ、「トン」ハ 自分ニモ出来ル唯一ノ仕事トシテ、ソノＴノ分担ノ中ニワリ込ンデ来タノ
デアル。ソノ頃 モウ町ニハ菓子ナド殆ド ナクナッテヰタノデ、食堂以外ニ配給ノウケラレル サツマ芋ヲ、斯ウシテ利用スルコ
トニシタノダッタ。「トン」ハ時  々少シバカリノ サツマ芋ヲ モッテヤッテ来タ。ソレハ独身官舎ノ食堂カラ コッソリ持ッテ来ル
ノデ、私ガ私営ノ食堂カラ取ッテ来ル芋カラ思ッタラ ホンノ僅カナモノデハアッタガ。ソレカラ一ヶ月ニ 十銭分□位ヒ食堂カ
ラワケテ貰ヘル少シバカリノ砂糖モカカサズニ持ッテ来タ。パラオニ□新ラシイ「トン」ニハ、ソレ以上ハ ドウニモナラナカッ
タノダガ。「トン」ハマタ『今日モ代用食デ腹ノタシニナラン』ト云ッテハ ズボン ヲハキ シャツ ヲ着コンデ 街ノ南貿ノ喫茶部
マデバナナヲ食ヒニ出カケルノデアル。「トン」ハマタ、喘息ニハ 場所ガカハルト、ヒョットイイ時ガアルノダト云ッテ、発作
ガハゲシクオコッタ時、ホンノ一町トモ ハナレテヰナイ私ノ所ニ宿リニ来タコトモアッタ。ダガ、ドッチニシテモ、「トン」ノ ヒュー 
ヒュー ハ□
晩
毎晩ノヤウニ オコッテ オサマラナカッタノデ、昼間来ナイ日ハ ヨイトシナケレバナラナイ程度ダッタノダ。






タメルコトハ出来ナカッタノダ。ソシテ十一月ニ入ッテ 私ガイヨイヨ南方ニ出ル為ニ ゴタゴタトシテヰタ 或日 突然「トン」ハ 
ヒドイ発作、注射ト苦悶ノ一夜ノ後ニ、家ノ近クノ町医ノ病院ニ入院シタノダッタ。私ガ奥サンカラ教ヘラレテ病院ニ行ッタ















　 　中島たかサンカラノ便リニハ、イツマデ待ッテモ ヨイ世ノ中ニハナッテコナイコト、最近 鶏ヲ飼ヒハジメタコト、部屋ノ中ニ、
生レタバカリノ ヒヨコト寝起キシテ居ルコト、トリ屋ノオバサンニナッテ 玉子ヲ子供ニ食ベサセタイト、綿クズノヤウナ ヒヨコ
ヲ遊バセテ居ルトキハ 苦労ヲ忘レテ 楽シイトモ書イテアッタ。































































































































　 　ＮＨＫノ坪倉サント云ウ人カラ電話デ、テレビ デ中島夫人ヲ ゲスト トシテ、敦ノ思イ出ノヨオナモノヲ出スコトニナッタ ソオ
デ、何カ、テレビ デ見セラレルヨオナモノデ、敦ニユカリノアルモノヲ持ッテイナイダロオカ　ト言ッテクル。ソンナモノナイ。
　　　
　たとえ「日記」の中でとは言え、「ソンナモノナイ」とは、実にぶっきらぼうな言い方で、久功は、これまでこのような――少
なくとも、敦に関しては――表現はしなかった。久功の中で、何か変化があったのであろう。
５．「トンちゃんとの旅」　　　　　　　　　　　　　
　昭和17年（1942）1月17日から31日まで、久功は敦と二人でパラオ本島（ダベルダオブ島）一周の旅をした。敦は妻宛の
出発日付けの手紙で、「今から出張旅行に出る。今度は土方さんと一緒だから楽しい。大体二週間の予定で、月末に帰って来る。
充分に島民の生活を見てくる積り。」と書いているように、この旅行を大いに期待していた。
　「トンちゃんとの旅」は、その旅行記を日記体で書いたもので、かなりの長文である。その基となった「日記」第30冊は、1
月17日から始まっている（ただし、表紙には、「二・一六ヨリ」と記されている。1月16日は欠けている）。「日記」の旅行記は、
第30冊の冒頭と２月16日から28日までの間に、分割されて挿入されている。ただ、「日記」では旅行途中の1月22日の半ばま
でしか書かれていない。31日までの旅行記を含め、1月22日の後半から2月15日までの24日分の「日記」が欠けているのである。
　旅行記が「日記」を基にして書かれているので、24日間「日記」を書かなかったことは考えられない。別の「ノー ト」など
に書いたと思われるが、それを「日記」に1月22日までしか書き写さなかった。恐らくは、日本へ帰国したので、「日記」に書き
写す余裕がなかったからであろう。久功は、1月23日以後の旅行記を「日記」に書き写すことなく、「トンちゃんとの旅」を書い
たのではなかろうか。今日では、未発表の旅行記1月23日から31日までの原稿が残されているだけなので、たいへん貴重な資
料だと言える。なお、既に述べたように、『同時代』34号（1979年8月）と「パラオ――ふたつの人生」展図録（世田谷美術
館、2007年11月）、に「敦ちゃんとの旅」の抄録が収められている。
　未発表原稿の「トンちゃんとの旅」と「日記」に収められている旅行記とを比べると、前者が、中島敦のことを全て「トンちゃ
ん」と記しているのに対し、後者では、中島敦のことを、「中島君」と記したところと、「敦チャン」と記したところが混在している。
「日記」の旅行記が残っている1月17日から22日の半ばまでを見ると、1月17日は、「中島君」が7カ所で、「敦チャン」は見ら
れない。19日は、「敦チャン」のみ2カ所。20日は、「中島君」が３カ所、「敦チャン」は７カ所である。21日は、「中島君」が
5カ所、「敦チャン」が7カ所、22日は、「敦チャン」だけ1カ所である。このように、久功自身、中島敦の呼び方を統一してい
ない。恐らく、実際にも、「中島君」と呼んだり、「敦チャン」と呼んだりしていたのだろう。
　敦と出会ってから、久功は、初めから敦のことを「敦チャン」あるいは「トン」と呼んでいたわけではなかった。「日記」では、
初めのうちは「中島敦」あるいは、「中島君」と記されている。親しくなってから、「日記」には、「敦チャン」、「トン」と記され
るようになった。「日記」の旅行記では、両方が混在しているが、この旅行以降、「日記」には、「敦チャン」と記されるように
なる。日本へ帰る船の中でも、帰国後も、「敦チャン」と記されている。しかし、死去の数カ月前、8月以降になると、1回を除き、
「中島」、「中島君（敦）」、「中島（敦）」と記されている。この変化をどのように考えたらよいのか。
　この時、久功は、後に『流木』として刊行される著書の原稿を敦に預け、読んで貰い、助言を得ていた。敦は、親しい年
下の友人ではあったが、この時には、久功の“師”であった。それで、敬意をこめて、「敦チャン」でなく、「中島君（敦）」と記
したのではなかろうか。回想文「敦ちゃん」には、「南洋では私が大先輩だったが、日本に帰って来ては、敦ちゃんの方が私
の大先生になってくれるはずだった」と記している。
結び　　　　　　　　　　　　
　土方久功が中島敦について書いた６つの回想文について述べたが、ここで明らかにしたのは、
1、未発表原稿の「トン」は戦中に書かれた「日記」昭和18年（1943）11月8日の記と、戦後の「日記」昭和23年（1948）
5月19日の記を基に書かれたものである。筑摩書房の『中島敦全集』第3巻付録「中島敦全集通信」第3号掲載の「トン」
は、筑摩書房の編集者が未発表原稿の「トン」を半分近くまで縮めたものである。
2、「敦ちゃん」は、パラオ本島旅行中の「日記」1月20日の記を基に書かれたものである。
3、「パラオでのトンと私」は、「トンちゃんとの旅」を基にして書かれ、それに『全集』第2巻に収められた敦の書信に対する感
想を書き加えたものである。
4、「パラオでのトンちゃん」は、それまでに書かれた回想文と内容はほぼ同じであるが、最後の3行の「マリヤン」に出てくる氏は、
14 にいくら｜No.23
自分ではない、と否定している部分は、これまでに書かれた事がないものである。恐らく、63歳となった久功の不安定な精
神状態のもとで書かれたからではないかと考えられる。
5、「トンちゃんとの旅」は、「日記」に書かれた旅行記を基にして書かれたものであり、「日記」が残っていない1月22日の後半
から2月15日までの24日分は、特に資料として重要である。
　これまでにも、小稿で述べた回想文を使用した研究は数多く見られる。しかし、それがどのように書かれたものかを論じたも
のはない。これを知ることにより、これら回想文の理解がより深まるものと考える。
［註］
（１）国立民族学博物館所蔵。『土方久功日記』は、全部で122冊あり、そのうち第１冊から第31冊まで、5巻が同博物館か
ら刊行されている。
（２）拙著『土方久功正伝』（東宣出版、2016年12月）、拙稿「中島敦『南島譚』とその素材としての「土方久功日記」」（『跡
見学園女子大学文学部紀要』第52号、2017年3月）
（３）筑摩書房版『中島敦全集』第３巻付録「中島敦全集通信」第3号、（昭和24年（1949）6月）。後、『中島敦研究』（筑
摩書房、昭和53年（1978）、世田谷美術館「パラオ――ふたつの人生」展図録（平成19年（2007）、収載）
（４）角川書店版『昭和文学全集』第35巻月報（昭和29年（1954）4月、後、『土方久功著作集』第6巻、三一書房、
1991年、収載）
（５）文治堂版『中島敦全集』第1巻付録「ツシタラ４」（昭和35年（1960）11月、（後、前掲『中島敦研究』、『土方久
功著作集』第6巻、収載）
（６）筑摩書房版『現代日本文学大系』第35巻月報（昭和39年（1964）6月）。後、『現代日本文学大系』第34巻月報
33、（昭和51年（1976）9月）、に収載
（７）未発表原稿、前掲『著作集』第6巻収載
（８）未発表原稿、同上。なお、『同時代』第34号（1979年8月）、および前掲、「パラオ――ふたつの人生」展図録に抜粋
が収められている。
（９）岡谷公二氏は、この「トン」について、「これは久功の死後、『土方久功著作集』第六巻に収録されて、はじめて日の目
を見た」（『南海漂蕩』、142頁、冨山房インターナショナル、2007年11月）と述べている。
（10）前掲、『土方久功正伝』19・20頁
（11）岡谷氏は、「胃潰瘍のため香港の病院に入院していた、昭和十八年十一月の日記の一節だけに、ここに記されている思
いは、彼の真情といっていい。」（前掲、142頁）と述べている。
（12）「土方久功と中島敦」（『同時代』34号、1979年8月）155頁
（13）川村湊氏は、この文言について、「このやや気色ばんだいいかたは、「マリヤン」の「オヤ、この土俗学者先生、中々油
断がならないな」という箇所に敏感に反応したものと思われる。現地のカナカ女性をもてあそぶ日本人男性。結婚をしても、
子供ができるとその子を母親に押しつけたまま日本へ帰ってしまう「あてにならない」内地の男たち。土方久功はそうした「日
本人」といっしょにされることを嫌ったのであり、それだけ彼は南洋群島そのものに溶け込んでいたのである。」（『「大東
亜民俗学」の虚実』、195頁、1996年）と述べているが、それは正確ではなかろう。この文言は先行の回想文には見ら
れず、この回想文にのみ見られる。「敏感に反応した」のであれば、それを先行する回想文に書いたであろう。
